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１．本研究の背景と目的

毎年８月に開催されている「鳥取しゃんしゃん

祭り」は、50 以上の団体（連）が傘踊りをしなが

ら中心市街地の約２km の環状ルート（図―１）を

巡回する鳥取市の伝統行事である。しかし、踊りが

止まったり連の間隔があき過ぎる、目当ての連がど

こにいるのかわからないといった苦情や不平不満が、

踊る側からも見物客からも相次いだ。そこで、踊り

ルートの国道 53 号線を管理する国土交通省鳥取河

川国道事務所が、冬季除雪作業の効率化を図るため

に開発中のシステムを流用し、2002 年の祭りにお

いて GPS 車載器を踊りの連の先導装飾車に設置して、

代表連の位置情報の提供を祭本部前のモニタおよび

CATV で行った。
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図－１　踊りの巡回ルート
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本研究では、この時得られた GPS データを用い

て、連の動きをアニメーション及びグラフ表示によ

り再現し運行状況を視覚的に把握するとともに連の

速度、連間隔の時系列変化等を分析し、しゃんしゃ

ん祭りの運行状況を把握する。

２．連位置の再現

　2002年の祭りには59の連が参加し、各連の参加人

数は20～400人とばらつきがあるため、人数が概ね

同じになるように全参加連をＡ～Ｊの10グループに

分け、各グループの先頭連の装飾車にGPS車載器を

設置した。さらにグループＡに所属している６連の

うち、５連（Ａ１～Ａ５）の装飾車にもGPS車載器

を設置し、踊り時間帯の午後５時～午後10時のうち

午後９時までの４時間において30秒毎に、GPS車載

器を搭載している装飾車の位置データを収集した。

このデータを用いて、連の動きをアニメーション及

びグラフ表示により再現した。

（１）アニメーション表示

Visual Basic により各時刻における連位置を再現

するプログラムを作成した。図－２が表示画面の一

例である。このプログラムにより、ビデオテープを

見るように時々刻々と変化する各連の位置や連間隔、

進行速度等が把握可能である。さらに、このような

広範囲の状況をビデオカメラ１台で把握することは

困難であるのに対して、本研究の方法を用いると全

体を一画面で見渡すことができる。また、ビデオテ

ープは実時間と同じ又はある一定速度の早送りでし

か再生できないのに対して、本プログラムを書きか

えることにより任意の速度で再生可能、という利点

もある。



図－２　アニメーションによる連位置の再現画面

（２）グラフ表示

アニメーションのみでは全時間を通した各連の

動きを把握しづらいため、風紋広場近くの交差点を

起点および終点とした路線沿距離の１次元データに

より、各時間・各連の位置を図－３のとおりグラフ

に表示した。同一連の線が途切れているのは、何ら

かの事情により GPS データが得られない時間帯があ

ったためである。起点付近で連の動きが滞っている

のは、風紋広場で各連が順に踊りを披露していたた

めである。また、1300ｍ付近に設置された休憩所で

踊り子が休憩を取っていたため、ここでも連の動き

が滞っている。

その他の地点では、連同士の線が平行に近いほ

ど各連が一定の間隔を保って移動していること、ま

た同一連の線が直線に近いほど一定の速度で運行し

ていることを示す。このグラフより、若桜通りに比

べて智頭通りにおいてグループＤとグループＥの間

隔が短くなっていること、グループにより休憩時間

に長短があることなどが一目で把握できる。

３．各指標による運行状況の分析

（１）連同士の間隔

表－１に祭り実行委員会が想定していた各連・グ

ループの長さ及び、全時間の連間隔の平均、標準偏

差、変動係数を示している。図－３で若桜通りに比

べて智頭通りにおいてグループＤとグループＥの間

隔が短くなっていることを指摘したが、表－１のＤ

～Ｅ間の変動係数が最も大きいことからも、この間

隔の変動が最も大きいことが示された。その他に変

図－３　グラフによる連位置の再現
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動係数が大きいのは、Ｅ～Ｆ間、Ｆ～Ｇ間などであ

り、これらはＤ～Ｅ間の間隔の変動が後続連へ伝播

していると推察される。また連間隔の時系列変化を

見ると、図－４に示すＩ～Ｊ間のように、間隔が長

くなると短くしようとし、逆に間隔が短くなると長

くしようとして、ある一定間隔を保つよう調整を行

なっていることがうかがえる。

表－１　連同士の間隔の平均と標準偏差、変動係数

想定長さ

[ｍ]

平均[ｍ] 標準偏差 変動係数

A 1～A2 44 48.8 24.0 0.49
A 2～A3 44 38.9 14.9 0.38
A 3～A4 44 61.9 22.7 0.37
A 4～A5 44 48.8 21.4 0.44
A 5～Ｂ 72 125.2 43.8 0.35
Ｂ～Ｃ 264 254.3 77.2 0.30
Ｃ～Ｄ 224 262.8 68.2 0.26
Ｄ～Ｅ 264 183.7 107.4 0.58
Ｅ～Ｆ 148 151.1 76.1 0.50
Ｆ～Ｇ 228 156.2 81.2 0.52
Ｇ～Ｈ 332 316.2 110.4 0.35
Ｈ～Ｉ 242 277.6 85.9 0.31
Ｉ～Ｊ 202 201.7 99.0 0.49
Ｊ～A1 242 197.6 97.9 0.50

平均＝ 0.39

図－４　連間隔の時系列変化（Ｉ～Ｊ間）

（２） 連の進行速度

表－2 に各連の 30 秒間進行距離の平均、標準偏

差、変動係数、図－５に全ての代表連の 30 秒間進

行距離の分布を示している。全体平均が約５ｍ／

3 0 秒間であるため、時速は約 6 0 0ｍである。踊り

の巡回ルートは１周約２km であるため、約 3.3 時

間で１周可能である。実際に 2 0 0 2 年の祭りでは、

風紋広場で踊りを披露している時間や休憩時間を含

めて、約４時間で１周している。

表－２　30 秒間進行距離の平均と標準偏差、変動係数

平均[ｍ] 標準偏差 変動係数

Ａ１ 5.0 5.7 1.14
Ａ２ 7.1 6.4 0.90
Ａ３ 5.5 6.0 1.09
Ａ４ 5.5 5.8 1.05
Ａ５ 6.2 7.7 1.24
Ｂ 4.8 5.4 1.13
Ｃ 5.8 5.9 1.02
Ｄ 5.3 5.9 1.11
Ｅ 4.4 5.8 1.32
Ｆ 6.0 7.6 1.27
Ｇ 4.5 5.6 1.24
Ｈ 5.3 5.7 1.08
Ｉ 4.7 7.0 1.49
Ｊ 5.2 5.4 1.04
平均 5.02 5.73 1.07

図－５　30 秒間進行距離の分布

４．考察と今後の課題

本研究では、2002 年鳥取しゃんしゃん祭りの代

表連の時間別位置を、GPS データを用いてアニメー

ションにより再現し、運行状況を視覚的に把握した。

このアニメーションソフトと同様の各連の位置情報

を、インターネット及び CATV にて踊りの時間帯に

公開したため、祭り本部が各連の状況を把握でき、

見物客も目当ての連の現在位置を知ることができた。

さらに連位置のグラフ表示では、連間隔と連の進行

速度の時系列変化、あるいは連の進行速度が道路区

間によって異なることを視覚的に把握できた。

ただし、連により GPS データが収集できない時
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間帯が何度かあったため、データ欠損時の対処方法

を検討する必要がある。またGPS データは各連の位

置を緯度と経度で示しているため、連間隔や連の進

行速度にどの程度の誤差が生じているかも今後確認

するべきである。

若桜通りと智頭通りでは道路幅員が異なるため

に踊り子が横一列に並ぶ人数が異なり、連の間隔が

智頭通りより若桜通りの方が長い傾向にある。また

休憩所付近では当然、連間隔が短くなる。今回の連

間隔の分析では全てのルートを一括して扱ったもの

の、厳密にはこれらを考慮して分析を行なうことが

望ましい。

しかし、連の進行速度や前方連の動きの後方へ

の伝播状況など本研究で用いたデータおよび分析は、

来年以降の祭りの運営計画を立てる上で貴重な資料

となる。祭りの事前に今回のデータを参考にして図

－３のような各連の予想位置図を作成し、踊り子や

見物客に配布しておけば、見物客は容易に目当ての

連を見つけられるようになる。今回は代表連の位置

情報のみを踊り期間中に表示したものの、連位置の

グラフ表示や連間隔、連の進行速度も踊り期間中に

時々刻々と分析し祭り本部が把握できれば、本部か

ら各連や祭り運営委員への適切な指示が可能となる。
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